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Ⅰ.緒 言

本車輪 走行性能試験装 置 は車輪 と土 との

相互作用 を解明す る ことを 目的 に開発 され

た もので あ る。 ここでは、本装置 と従来 の

装置 との比 較、 および先 に開発 した装置 ・

方法 の改 善 され た点 に関 して報告す る。

Ⅱ.既 往 の試験装置

図1に 示 す試験装置 は、構造が簡単で製

作 し易 いが、1点 で支持 されて いるので 沈

下 によ って装置が傾斜 し、沈下量 に応 じて

接地荷重 が変化す る。 さらにけん引力が発

生 して い る状態で は、その大 きさに応 じて

接地荷重 が変化す る。図2に 示 す装 置 は四

節平行 リンクを用 いてお り、滑 らか な作動

に配慮 した高精 度の製作 を要 す るが、図1

に示す よ うな装 置の傾 きは生 じない。 しか

し、 けん 引力に よる影響 は除去 されず、接

地荷重一定 の試 験 は実現 されない。(自 動

制御装置 を組 み込んで制御 す る場 合 は、 こ

こでの議論 の対 象外 であ る。)

なお、車輪 の駆動 力を外部、例 えば、車

輪走 行部 と連結 した台車 に搭載 したモ ータ

図1 既往の試験装置の構造

図2 既往の試験装置の構造
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か ら歯車 やチ ェー ンを介 して動力を供給 し

てい る装 置 も見 られ る。本 場合 には歯車 や

チェー ンの伝達 力が不 測 の力を車輪 に及 ぼ

すので厳 密な測定 は行 え ない。

Ⅲ.開 発 した試験装置

本実験 装置 は図3に 示 すよ うに、車輪走

行部 は リニアベア リングを介 して台 車に連

接 されて お り、沈下 して も装置が傾斜す る

ことはな く接 地荷重一定 の条件 を実現で き

る。 なお、 リニ アベ ア リングが摩 擦で支持

す る微小 な鉛直力 をL型 セ ンサーに より測

定 し、 これを車輪装 置の 自重 に考慮 して厳

密 な補正 を行 って いる。

本 研究 で開発 した装置 の写真を図4に 示

す。力学 的諸量(け ん引力、接地荷 重、法

線 応力、接 線応力 、 トル ク、沈下量 、回転

角度 等)は デ ータロガーを経て測定 と同 時

にオ ンライ ンシステムによ りコン ピュータ

の デ ィスプ レイに出力 され る。 また、車 輪

に作用す る土壌反力 ベ ク トルを表示す る こ

とに より、車輪 走行状態 を同時 に知 るこ と

が で きる。

Ⅳ.土 中 変位 の測定 法

土中変位 は土槽側面 に設置 された透 明 アク リル板 に多数 のポ リエ ステル製 マ ーカを水 で

貼 る。土粒子 とと もに変 位す るマーカを写真撮影 し、そ の変位 をデ ジタ イザーで読 み取 る。

これによ り土 の各点 におけ るひずみを算定 す る。(以 前 はマ ーカを グ リースで貼付 およ び

潤滑 して いたが温度 に よ りグ リースの粘 度 が変化 す るた め、今回 は水 に変 更 した。)

V.備 考

本試験装 置 によ る実験結 果 は、続報 の 「砂 地盤 におけ る車輪走行試験 」で報告 され る。

図3 本試験装置の構造

図4 本装置の概観
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